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あなたの身近に！可児市議会
議会の活動を広く知ってもらうとともに、住みよいまちにするために、多様な意見を聴く活動を行っています。
今回は、３常任委員会で行った議会報告会（懇談会）や、産業フェアでの交流の様子をお伝えします。

副議長 大平伸二 議長 川上文浩

可児市PTA連合会の皆さんと、「熱中症対策と学校教育環境について」をテーマに意見交換をしました。
いただいた意見をもとに、よりよい学校教育環境づくりに向け調査研究を進めていきます。

10/14　教育福祉委員会　議会報告会　〜 学校教育環境について 〜 

各小中学校のＰＴＡ会長な
どの役員21人の方から、児
童生徒の登下校や学校生活
の現状についてお聴きしま
した。

４つの校区（中部中、蘇南中、
西可児・広陵中、東可児中）
に分かれて児童生徒の熱中
症対策や学校教育環境の課
題を拾い出し、活発な意見
交換をしました。

令和７年度は小学校５校、
中学校２校で行われている
水泳授業の外部委託につい
て、市内小中学校全16校を
外部委託してほしいとの要
望がありました。

産業フェアin可児2025に可児市議会のブースを出展し、大変多くの方に立ち寄っていただきました。
今後も色々な場所へ出掛けて、市民の皆さんの声をお聴きします！

10/25　産業フェアで市民の皆さんと交流

●【選挙体験】コーナー
当選議員になりきりって、

＼はい、ポーズ！／
子どもから大人まで約70組
の方に撮影スポットとして
楽しんでいただきました。

●【アンケート】コーナー
302人の方から、議会から
の提言（議会だより第98号
5頁参照）や意見聴取の場に
ついての意見をいただきま
した。

●【議員と語ろう】コーナー
「交通の便が悪いので改善
を」「物価高騰対策をしてほ
しい」など、身近な問題に
ついての相談をお聴きしま
した。
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外国籍市民の皆さんに、災害時の備えについてお聴きしました。
地域防災力の向上に向けて今後も調査研究していきます。

帷子地区の皆さんと、名鉄広見線（犬山-新可児駅間）の活性化について、意見交換を行いました。
当委員会では、令和７年度に公共交通に関する提言書を市に提出していますが、今後も地域の公共交
通に関する調査研究を進めるとともに、議論を深めていきます。

かたびら交通まちづくりを
考える会や、帷子自治連合会、
岐阜医療科学大学の方など
17人の方に参加いただき、
名鉄広見線の現状や議会の
動きを説明した後、意見交
換を行いました。

※�3常任委員会で行った議会報告会（懇談会）の実施報告書は可児市議会HPに掲載しています。

西可児駅周辺に関して、「名
古屋への直通電車が減り不便
になった」「学生は乗ってい
るが通勤者を見かけない」
「駅周辺を利用する目的や用
事を生み出す環境整備が必
要」などの声がありました。

水や食料、簡易トイレなどの
備蓄品の用意や避難先の把握
をしている方もいる一方、母
国に地震がなく、何をしたら
良いか分からない、自治会が
防災も担っていることを知ら
ないという方もいました。

「どうしたら利用は増えるか」
グループに分かれて話し合っ
たところ、「市内外の移動で電
車が活用できるよう、電車・
バスの接続強化を」「若い人の
意見を聞くべき」などの意見
をいただきました。

11/29　総務企画委員会　議会報告会　〜 災害への備えについて 〜

12/20　建設市民委員会　議会報告会
　　　　　　　　　〜 名鉄広見線（犬山 – 新可児駅間）の活性化について 〜

本市は外国籍市民が人口の約
１割を占めます。日本で起こ
る災害や防災訓練の経験がな
いため、いざ災害が起こった
時、言語の問題やルールを知
らないことなどから混乱する
ことが予想されます。

県内の外国人集住5市
外国人人口 割合

1 岐阜市 12,213人 3.1%
2 可児市 9,620人 9.8%
3 大垣市 6,701人 4.3%
4 美濃加茂市 6,388人 11.2%
5 各務原市 4,275人 3.0%

法務省「在留外国人統計」2024年12月

次のページで、新たな企画などを紹介しています

外国籍市民の防災対策を把
握するため、災害時の情報
の入手方法や備蓄品を準備
しているかなど、現状につ
いてお聴きしました。
高校生３人を含む６人の方
に参加いただきました。

西可児駅の乗車人員数の推移
「可児市の統計」
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もっと身近に！可児市議会

鉄道を軸にしたまちづくり”について、議員と語りませんか”

　可児市議会では、次回の３月定例会（令和８年第1回定例会）で令和８年度予算案について審
議します。今回、市民の皆さんのご意見をお聴きし、予算審議や今後の議会活動などに生かすた
めの議会報告会（懇談会）を行います。気軽に議員とお話しいただけますので、ぜひご参加くだ
さい。

過去の議会報告会の様子

日　時：22月1414日（土）1414時～1515時3030分　（受付1313時3030分～）
会　場：市役所５階　議場・会議室
内　容：第１部　予算決算の概要について

第２部　鉄道を軸にしたまちづくりに関する意見交換
申　込：申し込みは不要です。

当日13時50分までに会場へお越しください。

その他：・当日は市役所東口からお入りください。
・当日の様子を議会広報紙などで紹介させていただきます。
・報道機関の取材が入ることがあります。

座談会のような雰囲気で、気軽にお話しいただけます。
ぜひお越しください！

トビラくん
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　可児市議会では、議会に対する市民の皆さんの意識や、今後の議会活動の方向性などを研究するため、
５年に１度、アンケート調査を行っています。皆さんのご協力をお願いします。

アンケート調査は２通りの方法で実施しています。

　可児市議会では、市民の皆さんなどからの「請願」や「陳情」の提出を受け付けています。受付は
随時行っており、受付日から直近の会期で取り扱います。

☞ 請願・陳情とは？
市民の皆さんが、国や県、市に対して、「こうしてほしい」という事案について、実情を訴え、適切
な措置を求めることです。

☞ 請願・陳情の違いは？
・請願は、憲法に保障された行為です。提出には、紹介議員が１名以上必要です。
・陳情には法的根拠はありませんが、紹介議員を要せずに提出することができます。

☞ 請願・陳情を提出するとどうなる？
・請願は、議案と同様に審査され、採択・不採択が採決されます。
・�陳情は法的根拠がないため、その取り扱いが議会により異なります。可児市議会では、常任委員

会で議題にします。

☞ 様式例など詳しくは、可児市議会HPをご覧ください ☞

郵送でアンケート調査依頼が届いた方

☆�無作為に抽出した18歳以上の市民の方
2,000名に１月中旬に郵送でお送りして
います。同封の案内により、ぜひ回答に
ご協力ください。（2/20まで）

郵送で届いた方以外で
アンケートにご協力いただける方

☆�右記二次元コードから回答に
ご協力ください。（2/28まで）
※�市内在住の18歳以上の方

限定。

議会アンケートへのご協力をお願いします！

請願・陳情を受け付けています

＼皆さんの率直なご意見をお聞かせください！／

議会広報紙を良くするために
何が必要だと思いますか？

市議会の議会報告会に
参加したことはありますか？

市議会議員に望むことは
何ですか？

選挙の投票率を上げるには
何が有効だと思いますか？

見 本
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。

　
一
定
期
間
出
動
の
実
績
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す
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。
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用
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関
す
る
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の
改
正

QA消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、給
与
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
改
正

議案第71号

議案第93号

議案第74号議案第83号

（イメージ）
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委員会の様子は
YouTube でも
見られます
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ル

フ
ァ
の
施
設
整
備
が
必
要
と
な
る
こ

と
、
余
裕
活
用
型
で
は
、
通
常
の
保

育
枠
が
減
少
し
待
機
児
童
な
ど
が
増

加
す
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
と
国
が

示
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
民
間

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定

QA

事
業
者
が
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

を
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い
部
分
が

あ
る
。　

　
な
お
、
民
間
事
業
者
か
ら
認
可
申

請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
通
常
保
育
枠

へ
の
影
響
を
含
め
認
可
の
可
否
を
判

断
す
る
。

　

市
児
童
館
の
指
定
管
理
者
に
シ

ダ
ッ
ク
ス
大
新
東
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社
を
指
定
す
る
も
の
で

す
。

　
　
指
定
管
理
料
に
物
価
高
騰
や
指

導
員
の
賃
上
げ
は
反
映
さ
れ
て
い
る

か
。

　
　
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
、
物

価
高
騰
や
賃
金
上
昇
を
考
慮
し
た
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

指
定
管
理
者
の
指
定

QA

議案第82号

議案第87号

議案第79号

議案第88号
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番号 件名

議案

71 令和 ７年度一般会計補正予算（第 ４号）
72 一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正
73 市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部改正
74 非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
75 常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部改正
76 職員の給与支給に関する条例の一部改正
77 手数料徴収条例の一部改正
78 家庭的保育事業等の整備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
79 乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定
80 特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定
81 火入れに関する条例の一部改正
82 水道事業給水条例及び下水道条例の一部改正
83 消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正
84 請負契約の変更（桜ケ丘小学校校舎長寿命化改良工事（建築工事））
85 請負契約の変更（桜ケ丘小学校校舎長寿命化改良工事（機械設備工事））
86 請負契約の締結（桜ケ丘小学校校舎長寿命化改良工事（電気設備工事））
87 指定管理者の指定について（可児市文化創造センター）
88 指定管理者の指定について（可児市児童館）
89 指定管理者の指定について（可児市老人福祉センター可児川苑）
90 指定管理者の指定について（可児市老人福祉センター福寿苑）
91 指定管理者の指定について（可児市老人福祉センターやすらぎ館）
92 指定管理者の指定について（可児市市民公益活動センター）
93 令和 ７年度一般会計補正予算（第 ５号）

※議案の詳しい内容については、議会ホームページまたは議会事務局窓口にてご覧いただけます。

議案第93号　一般会計補正予算（第5号）
国の重点支援地方交付金などを活用して、次の物価高騰対策事業を行うための補正予算です。

①物価高騰対応消費者支援事業（10億1600万円）
　�食料品の物価高騰などに対する市民への支援として、１人あたり6000円分の地域通貨Ｋ
マネーを配布します。

②水道基本料金の軽減（1億3000万円）
　�市民の消費下支え、エネルギー価格高騰の影響を受ける企業、事業所、自治会などの負
担緩和のため、水道基本料金を４カ月間（令和８年４月～７月）無料にします。　

③福祉施設等に対する物価高騰対策支援金（8400万円）
　�物価高騰の影響を受ける福祉施設などが持続的なサービスの提供や安定的な施設の運営
ができるよう支援金を交付します。

④物価高対応子育て応援手当（3億2800万円）
　�０歳から高校３年生の年代までの子ども（平成19年４月２日から令和８年３月31日まで
の間に出生した子ども）を養育する保護者に対し、子ども１人あたり２万円の「物価高
対応子育て応援手当」を支給します。

　提出された議案（予算２件、条例12件、契約３件、その他６件の合計23件）は、全会一
致によりすべて原案のとおり可決されました。

 ピックアップ議案

第５回定例会　提出された議案と審議結果

可児市議会だより　2026.2.1　　8



11の視点  一般質問

松
まつお
尾　和

かずき
樹

移
動
支
援
に
よ
る
児
童
生
徒
の

学
び
の
機
会
保
障
を

　
　
２
７
３
名
が
回
答
し
た
独
自

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
４
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
も
通
学
時
間

が
40
分
を
超
え
る
と
、
熱
中
症
リ

ス
ク
が
急
増
す
る
結
果
が
出
て
い

る
。
移
動
支
援
策
の
検
討
状
況
を

問
う
。

　
　

通
学
距
離
が
概
ね
４
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
児
童
に
つ
い

て
は
、
気
象
条
件
や
学
年
に
よ
る

体
力
差
を
考
慮
し
て
、
他
自
治
体

の
事
例
も
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い

る
。
タ
ク
シ
ー
や
さ
つ
き
バ
ス
利

用
に
つ
い
て
は
、
対
象
や
方
法
を

探
り
な
が
ら
検
討
し
、
今
年
度
中

に
策
定
す
る
。

　
　
学
校
へ
行
き
た
く
て
も
行
け

な
い
児
童
生
徒
の
学
び
の
場
ス
マ

イ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
が
広
見
か
ら
坂

QAス
マ
イ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど
へ

の
移
動
支
援
は

Q

戸
へ
移
転
後
、
通
室
者
数
の
学
校

間
の
比
率
に
変
化
が
見
ら
れ
る
が
、

移
動
支
援
は
必
要
な
い
か
。

　
　
前
年
度
と
比
較
し
た
通
室
者

数
の
変
化
は
、
通
室
者
の
多
様
な

要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
移
転

し
て
ま
だ
１
年
で
あ
り
、
今
後
、
長

期
的
な
視
点
を
持
っ
て
注
視
す
る
。

　
　
小
規
模
特
認
校
の
兼
山
小
学

校
へ
の
通
学
に
関
し
て
、
さ
つ
き

バ
ス
回
送
便
を
活
用
で
き
な
い
か
。

　
　
公
共
交
通
を
所
管
す
る
建
設

部
と
も
情
報
共
有
し
て
今
後
の
方

策
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
く
。

AQA

P9　●移動支援による児童生徒の学びの機会保障を

 P10　●公民館から地区センターへの移行を考える

　 P10　●空家特措法の改正に伴う取組み強化は

　　 P11　●市民参加型の防災訓練を

　　　 P11　●市の水道事業の見通しと料金負担の軽減を

　　　　 P12　●介護保険大丈夫か

　　　　　 P12　●訪問介護などにおける駐車場所の確保は

　　　　　　  P13　●クマ出没と市民安全対策は

　　　　　　　  P13　●子宮頸がん検診にＨＰＶ検査単独法の導入を

　　　　　　　　  P14　●自治会の公園維持管理に対し負担軽減支援を

　　　　　　　　　  P14　●落雷事故防止の対応は

☞

YouTubeで一般質問の
様子を配信しています。

一般質問もくじ一般質問もくじ
市の方針や市民の皆さんの生活
にかかわる大切な内容について、
今回11人の議員が市に質問を
行いました。	

なお、一般質問の紙面は、
質問議員が作成しています。
ご不明な点は議員にお尋ね
ください。

小規模特認校の兼山小学校
(金管バンド演奏の様子)
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11の視点  一般質問

空
家
特
措
法
の
改
正
に
伴
う

取
組
み
強
化
は

公
民
館
か
ら
地
区
セ
ン
タ
ー
へ
の

移
行
を
考
え
る

田
たがみ
上　元

もとかず
一

　
　
法
改
正
に
よ
り
管
理
不
全
空

家
等
が
新
設
さ
れ
、
管
理
不
全
空

家
等
と
認
定
さ
れ
る
と
行
政
が
早

期
に
介
入
し
、
所
有
者
に
対
し
て

適
切
な
管
理
を
促
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
市
の
考
え

る
管
理
不
全
空
家
等
に
認
定
す
る

基
準
は
。

　
　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠

し
つ
つ
本
市
の
地
域
特
性
を
盛
り

込
ん
で
、
市
独
自
の
基
準
を
定
め

る
。
建
物
や
敷
地
の
各
部
位
ご
と

の
危
険
度
を
一
次
判
定
し
、
当
該

空
家
な
ど
が
周
辺
の
生
活
環
境
に

及
ぼ
す
影
響
の
有
無
な
ど
を
二
次

判
定
し
、
最
終
的
に
こ
れ
ら
の
結

果
を
総
合
的
に
判
定
し
、
認
定
す

る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
。

　
　
空
き
家
を
処
分
で
き
な
い
大 

QA第
３
期
可
児
市
空
家
等
対
策
計

画
の
助
成
事
業
は

Q

き
な
理
由
の
一
つ
で
あ
る
家
財
の

処
分
に
つ
い
て
、
費
用
の
一
部
助
成

な
ど
の
支
援
方
法
の
検
討
状
況
は
。

　
　
支
援
方
法
は
現
時
点
で
は
未

定
で
あ
る
が
、
空
き
家
に
残
置
さ

れ
た
家
財
処
分
が
空
き
家
の
利
活

用
を
妨
げ
る
一
因
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
空
き
家
の
所
有
者
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、

家
財
処
分
に
対
す
る
助
成
金
の
創

設
を
要
望
し
て
い
る
割
合
が
54
％

あ
っ
た
。
負
担
と
受
益
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
て
制
度
設
計
を
行
う
。

A

澤
さわ
野
の
　　伸

しん

　
　
公
民
館
か
ら
地
区
セ
ン
タ
ー

へ
の
移
行
後
、
利
用
者
数
な
ど
の

変
化
を
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
は
あ
っ
た
も
の
の

移
行
前
と
後
で
は
利
用
者
数
、
使

用
料
と
も
に
増
え
て
お
り
、
施
設

の
有
効
利
用
と
い
う
点
で
一
定
の

成
果
が
あ
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。

　
　
地
域
課
題
解
決
の
拠
点
と
し

て
の
成
果
と
課
題
は
。

　
　
地
域
課
題
解
決
に
資
す
る
市

民
活
動
が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
地
域
間

に
温
度
差
が
あ
る
た
め
、
後
方
支

援
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

　
　
今
後
の
地
区
セ
ン
タ
ー
の
あ

り
方
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
引
き
続
き
地
域
が
主
体
と
な

っ
た
活
動
の
仕
掛
け
づ
く
り
や
後

方
支
援
を
し
て
い
く
が
、
体
制
も

含
め
た
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

QAQAQA

　
　
身
近
な
地
域
に
お
け
る
子
ど

も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
、

市
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
何
か
。

　
　
様
々
な
ニ
ー
ズ
や
特
性
を
持

つ
子
ど
も
た
ち
が
安
全
、
安
心
を

実
感
で
き
る
身
近
な
居
場
所
を
切

れ
目
な
く
提
供
で
き
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
や
環
境
整
備
、
改
善
を 

市
だ
け
で
な
く
地
域
の
個
人
、
団

体
の
皆
さ
ん
の
お
力
も
お
借
り
し

な
が
ら
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

身
近
な
地
域
で
の
居
場
所
づ
く

り
は

QA

住宅用地特例が受けられなくなるケース
（国土交通省「空き家対策特設サイト」）

下恵土地区センター
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11の視点  一般質問

市
民
参
加
型
の
防
災
訓
練
を

市
の
水
道
事
業
の
見
通
し
と

料
金
負
担
の
軽
減
を

髙
たか
木
ぎ
　将

まさ
延
のぶ

伊
い
藤
とう
　健

けん
二
じ

　
　
毎
年
９
月
の
第
１
日
曜
日
に

防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
る
が
、
よ

り
多
く
の
市
民
が
関
わ
っ
て
こ
そ

効
果
が
高
い
。
市
民
参
加
型
防
災

訓
練
を
行
う
計
画
は
あ
る
か
。

　
　
現
在
実
施
し
て
い
る
防
災
訓

練
は
自
治
会
な
ど
の
参
加
を
募
る

市
民
参
加
型
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

前
は
自
治
連
合
会
と
市
が
地
区
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
合
同
で
訓
練
を

行
っ
た
実
績
は
あ
る
が
、
現
在
は

自
治
会
単
位
の
実
施
が
主
流
で
あ

る
。
次
年
度
の
訓
練
計
画
は
、
新

年
度
に
な
っ
て
か
ら
自
治
会
主
体

で
計
画
さ
れ
る
た
め
現
時
点
で
未

定
で
あ
る
が
、
相
談
が
あ
れ
ば

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
く
。
ま

た
、
次
年
度
以
降
は
よ
り
参
加
し

や
す
い
よ
う
、
熱
中
症
リ
ス
ク
や

台
風
な
ど
の
天
候
、
他
の
行
事
を

考
慮
し
、
12
月
第
１
日
曜
日
に
実

施
す
る
。

QA

　
　
本
市
水
道
事
業
は
良
好
と
聞

く
が
、
料
金
負
担
の
水
準
は
ま
だ
高

く
、
今
後
の
見
通
し
に
基
づ
く
市
民

負
担
の
軽
減
を
求
め
る
。
今
後
の
水

道
事
業
安
定
化
対
策
の
見
通
し
は
。

　
　
令
和
６
年
２
月
に
改
訂
し
た

水
道
事
業
経
営
戦
略
に
基
づ
き
、

給
水
人
口
の
減
少
、
管
路
な
ど
の

老
朽
化
・
耐
震
化
対
策
を
見
据
え

た
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
現
行
料

金
水
準
で
も
令
和
15
年
度
ま
で
安

定
的
に
事
業
が
継
続
で
き
る
と
判

断
し
て
い
る
が
、
将
来
的
に
経
営

環
境
が
厳
し
く
な
る
こ
と
を
見
越

し
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
業
務
効
率
化
、

広
域
連
携
の
検
討
な
ど
を
進
め
る

と
と
も
に
、
費
用
の
半
分
以
上
を

占
め
る
県
営
水
道
料
金
の
引
き
下

げ
を
本
年
度
も
県
へ
要
望
し
て
い

く
。

QA

　
　
防
災
に
関
し
、
Ｄ
Ｘ
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

　
　
ス
マ
ホ
市
役
所
シ
ス
テ
ム
の

機
能
を
拡
張
し
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

避
難
所
受
付
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

向
け
研
究
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

今
年
度
中
に
県
の
被
害
情
報
集
約

シ
ス
テ
ム
と
国
の
新
総
合
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
が
連
携
す
る
の
で
、

そ
れ
ら
を
活
用
し
て
い
く
。

Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
防
災
の
取
組

み
は

QA

　
　
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
物

価
高
騰
対
策
と
し
て
、
上
下
水
道

料
金
の
基
本
料
金
を
世
帯
あ
た
り

月
５
０
０
円
引
き
下
げ
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
国
の
方
針
が
ま
だ
決
ま
っ
て

い
な
い
た
め
未
確
定
で
あ
る
が
、

市
内
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
よ
り

高
い
政
策
で
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。（
令
和
７
年
12
月
４
日
時
点
）

水
道
基
本
料
金
の
引
き
下
げ
で
、

物
価
高
騰
対
策
を

QA

安全旗による安否確認訓練

水道事業の収益的収支の見通し
（出典：可児市水道事業経営戦略）
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11の視点  一般質問

訪
問
介
護
な
ど
に
お
け
る

駐
車
場
所
の
確
保
は

介
護
保
険
大
丈
夫
か

　
　
令
和
６
年
度
に
訪
問
介
護
事

業
所
の
基
本
報
酬
が
引
き
下
げ
ら

れ
、
全
国
的
に
事
業
所
の
休
廃
業

が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
介
護
現

場
の
人
手
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
本
市
の
状
況
は

ど
う
か
。

　
　
本
市
の
訪
問
介
護
事
業
所
は

24
事
業
所
で
、
昨
年
と
同
数
で
あ

り
、現
在
の
と
こ
ろ
、必
要
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
は
で
き
て
い
る
。
ま
た
、

令
和
７
年
２
月
に
実
施
し
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
調
査
で
は
、

「
職
員
は
不
足
し
て
い
る
が
事
業

所
運
営
に
支
障
は
な
い
」
と
答
え

た
事
業
所
が
、
50
・
７
％
だ
っ
た
。

　
　
令
和
７
年
度
に
、
年
金
収
入

の
増
額
に
よ
り
介
護
保
険
料
が
激

増
し
た
件
数
は
。
そ
の
場
合
、
救
済

QA年
金
の
増
収
で
介
護
保
険
料
が

増
額
に
な
っ
た
人
は

Q

策
や
激
変
緩
和
措
置
は
な
い
の
か
。

　
　
夫
が
年
金
な
ど
の
増
加
で
住

民
税
非
課
税
か
ら
課
税
に
な
り
、

妻
も
課
税
世
帯
と
な
り
、
世
帯
の

介
護
保
険
料
が
年
７
万
円
余
増
額

と
な
っ
た
例
も
あ
る
。
収
入
増
の

要
因
ご
と
の
件
数
は
把
握
で
き
な

い
が
、
７
年
度
に
非
課
税
か
ら
課

税
区
分
に
な
っ
た
人
は
３
９
９
人
、

課
税
世
帯
に
な
っ
た
人
は
２
５
０

人
で
あ
っ
た
。
救
済
策
や
激
変
緩

和
措
置
は
、
設
け
て
い
な
い
。

A

板
いた
津
ず
　博

ひろ
之
ゆき

　
　
自
宅
な
ど
で
行
う
サ
ー
ビ
ス

担
当
者
会
議
で
は
、
駐
車
場
所
確

保
に
苦
慮
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
担

当
課
で
は
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
は
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
な
ど
の
た
め
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
な
ど
が
集

ま
り
話
し
合
う
も
の
で
、
利
用
者

の
自
宅
な
ど
で
行
わ
れ
る
場
合
が

あ
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
複
数

の
関
係
者
が
集
ま
る
。
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
催
の
声
掛
け

を
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
駐
車
場

所
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
と
事

業
者
か
ら
聞
く
こ
と
も
あ
る
。
そ

の
際
に
は
、
い
ず
れ
か
の
場
所
に

集
合
し
、
乗
り
合
わ
せ
て
行
く
よ

う
調
整
し
て
い
る
。

QA今
後
の
駐
車
場
所
確
保
策
は

　
　
駐
車
場
所
の
確
保
に
つ
い
て

は
自
治
会
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
の

協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
空

き
駐
車
場
や
自
治
会
集
会
所
の
駐

車
場
な
ど
を
貸
し
て
も
ら
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
と
思
う
が
、
今
後
の
対

策
は
。

　
　
訪
問
宅
で
駐
車
場
所
が
確
保

で
き
な
い
場
合
、
近
く
に
自
治
会

集
会
所
な
ど
が
あ
れ
ば
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
く
対
応
を
始
め
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
職
員
宅
や
民
間
店
舗

の
駐
車
場
を
借
り
る
案
も
あ
る
。

今
後
、
地
域
に
よ
る
協
力
も
含
め

全
庁
的
に
対
応
を
考
え
て
い
く
。

QA

冨
とみだ
田　牧

まきこ
子令和７年度の可児市の介護保険料表

ハートフルパーキング
登録制度イメージ図
（春日井市）
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11の視点  一般質問

ク
マ
出
没
と
市
民
安
全
対
策
は

前
まえかわ
川　一

いっぺい
平

　
　
ク
マ
の
出
没
リ
ス
ク
は
。

　
　
現
在
、
ク
マ
の
目
撃
情
報
が

寄
せ
ら
れ
る
都
度
、
猟
友
会
や
警

察
と
連
携
し
、
現
地
調
査
の
実
施

と
と
も
に
ト
レ
イ
ル
カ
メ
ラ
を
設

置
し
目
撃
個
体
の
種
別
特
定
を

行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
ク
マ

の
痕
跡
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
今
後
、
出
没
地
域
と
接
す

る
山
林
を
ク
マ
が
移
動
し
、
市
内

に
出
没
す
る
こ
と
も
想
定
し
て
い

る
。

　
　
目
撃
情
報
の
即
時
通
知
は
。

　
　
現
状
で
は
、
市
内
で
ク
マ
の

痕
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
慎
重
な
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
る
。
猿
が
出
没
し
た
際
に
は
即

時
配
信
し
た
事
例
も
あ
り
、
今
後
、

よ
り
は
っ
き
り
し
た
目
撃
情
報
や

QAク
マ
出
没
時
の
情
報
発
信
の
現

状
と
改
善
の
考
え
は

QA

ク
マ
の
痕
跡
が
見
ら
れ
た
場
合
に

は
、
防
災
無
線
や
す
ぐ
メ
ー
ル
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
即
時
性
の
高
い
手
段

に
よ
り
迅
速
に
周
知
す
る
。

　
　
学
校
な
ど
で
の
対
応
は
。

　
　
各
学
校
の
実
態
に
応
じ
た
ク

マ
出
没
に
対
す
る
登
下
校
中
の
安

全
対
策
を
行
う
よ
う
国
・
県
の
文

書
に
よ
り
依
頼
し
た
。
さ
ら
に
現

在
、
ク
マ
だ
と
断
定
で
き
た
目
撃

情
報
は
な
い
が
、
イ
ノ
シ
シ
と
思

わ
れ
る
目
撃
情
報
が
あ
る
た
め
、

農
林
課
作
成
の
イ
ノ
シ
シ
遭
遇
時

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
市
内
小
中
学
校

に
配
布
し
、
安
全
に
登
下
校
で
き

る
よ
う
に
指
導
を
実
施
し
て
い
く
。

QA

子
宮
頸
が
ん
検
診
に

Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
単
独
法
の
導
入
を

山
やま
田
だ
　喜

よし
弘
ひろ

　
　
令
和
６
年
４
月
か
ら
Ｈ
Ｐ
Ｖ

検
査
単
独
法
が
自
治
体
の
公
的
検

診
と
し
て
可
能
に
な
っ
た
。
本
市

も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
単
独
法
は
、
次

回
の
検
査
時
期
や
内
容
が
、
検
査

結
果
ご
と
に
異
な
る
。
そ
の
た
め
、

厚
生
労
働
省
の
指
針
で
は
、
市
町

村
が
実
施
す
る
場
合
は
、
受
診
者

の
検
診
結
果
を
管
理
し
検
診
受
診

状
況
を
長
期
に
追
跡
す
る
な
ど
、

示
さ
れ
た
５
つ
の
要
件
を
全
て
満

た
す
必
要
が
あ
る
。
先
駆
的
に
導

入
し
た
自
治
体
を
参
考
に
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
生
後
６
カ
月
か
ら
３
歳
未
満

の
未
就
園
児
が
、
保
護
者
の
就
労

状
況
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
保
育
施

設
を
月
10
時
間
利
用
で
き
る
「
こ

QAこ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
準

備
状
況
は

Q

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
の
準
備

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
８
年
４
月
の
実
施
に
向

け
、
１
日
20
人
程
度
の
利
用
を
想

定
し
準
備
し
て
い
る
。
公
立
施
設

に
つ
い
て
は
、
総
合
会
館
１
階
で

の
開
設
を
予
定
し
、
施
設
整
備
に

係
る
補
正
予
算
を
上
程
し
た
。
ま

た
、
民
間
の
２
施
設
が
実
施
意
向

を
示
し
て
お
り
、
認
可
基
準
条
例

成
立
後
に
認
可
申
請
を
受
け
付
け
、

認
可
を
判
断
し
て
い
く
。

A

クマ類の出没対応マニュアル
（環境省）

本市20～74歳の
子宮頸がん検査受診率
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11の視点  一般質問

落
雷
事
故
防
止
の
対
応
は

自
治
会
の
公
園
維
持
管
理
に
対
し

負
担
軽
減
支
援
を

野
の ろ
呂　和

かずひさ
久

川
かわ い
合　敏

とし
己
み

　
　
令
和
７
年
４
月
、
奈
良
県
の

学
校
で
発
生
し
た
落
雷
事
故
を
受

け
、
文
部
科
学
省
な
ど
は
落
雷
事

故
防
止
を
喚
起
す
る
事
務
連
絡
を

全
国
の
教
育
委
員
会
な
ど
に
発
出

し
た
。
そ
の
中
に
「
児
童
生
徒
等

に
お
い
て
も
、
落
雷
の
危
険
を
感

知
し
た
際
に
は
、
た
め
ら
う
こ
と

な
く
指
導
者
に
申
し
出
る
よ
う
、

子
供
の
発
達
段
階
等
を
踏
ま
え
つ

つ
指
導
す
る
こ
と
」
と
あ
る
。
事

務
連
絡
後
、
児
童
生
徒
へ
の
指
導

に
変
化
は
あ
っ
た
の
か
。

　
　
教
育
委
員
会
は
通
知
文
発
出

前
か
ら
教
職
員
が
落
雷
の
危
険
回

避
を
行
え
る
よ
う
学
校
に
指
導
し

て
い
る
。
そ
の
上
で
、
危
険
を
察

知
し
適
切
な
行
動
が
で
き
る
よ
う

具
体
的
な
危
険
兆
候
を
説
明
し
、

児
童
生
徒
自
身
が
危
険
回
避
で
き

る
方
法
を
指
導
し
て
い
る
。

QA

　
　
加
入
率
の
低
下
と
高
齢
化
が

進
展
す
る
自
治
会
が
増
え
て
い
る
。

暑
い
夏
季
の
除
草
作
業
な
ど
、
市

と
共
同
管
理
を
し
て
い
る
Ｂ
公
園

の
維
持
管
理
負
担
を
軽
減
す
る
支

援
や
、
公
園
ラ
ン
ク
基
準
の
見
直

し
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

　
　
市
が
管
理
す
る
Ａ
公
園
、
自

治
会
と
管
理
協
定
を
締
結
し
て
い

る
Ｂ
公
園
な
ど
の
市
が
定
め
て
い

る
公
園
ラ
ン
ク
基
準
の
見
直
し
や

区
分
の
変
更
は
、
利
用
実
態
や
自

治
会
の
意
向
に
応
じ
て
検
討
す
る

必
要
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
維
持
管
理
作
業
そ
の
も

の
に
対
す
る
金
銭
的
支
援
な
ど
は

現
時
点
で
考
え
て
い
な
い
が
、
利

用
頻
度
の
少
な
い
公
園
も
あ
る
た

め
、
公
園
の
存
続
や
廃
止
、
管
理

方
法
や
新
た
な
活
用
方
法
、
さ
ら

に
は
市
の
支
援
体
制
な
ど
を
自
治

会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
協
議
し
て

QA

　
　
落
雷
事
故
発
生
の
際
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
が
常
に
使
用
で
き
る
状
態
が
望

ま
し
い
。
学
校
お
よ
び
本
市
管
理

施
設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
屋
内
外
の
設
置

状
況
は
。

　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
各
学
校
と
も
屋

内
・
屋
外
に
そ
れ
ぞ
れ
１
カ
所
ず

つ
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
本
市

管
理
施
設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
数
は
72

で
、
う
ち
屋
外
設
置
は
１
施
設
１

カ
所
で
あ
る
。

学
校
施
設
な
ど
に
お
け
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
屋
内
外
の
設
置
状
況
は

QA

い
く
。

　
　
自
治
会
加
入
率
が
低
下
し
て

い
る
実
情
を
踏
ま
え
、
公
道
を
照

ら
す
防
犯
灯
の
電
気
料
金
は
住
民

全
体
（
公
費
）
で
負
担
を
し
て
、

自
治
会
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
べ
き
で
は
。

　
　
防
犯
灯
は
自
治
会
な
ど
が
設

置
・
管
理
す
る
照
明
灯
だ
が
、
地

域
課
題
の
一
つ
と
し
て
慎
重
に
検

討
す
る
。

自
治
会
の
防
犯
灯
電
気
料
金
の

負
担
軽
減
支
援
を

QA

可児市管理の施設に設置された
AED

管理が大変な公園の雑草
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議会レポート このコーナーでは、議会が行っている活動など
を紹介します。

　可児市文化創造センター・alaにて、可茂地域市町村議会議長
会の議員研修会を主催しました。
　講師に岐阜県知事の江崎禎英氏をお招きし、「地方から創る新
しい日本の形～安心と挑戦の岐阜県を目指して～」と題して講演
いただきました。
　今回の講演を通じ、県の挑戦を市町村の視点でどう生かしてい
くか、改めて深く考える機会となりました。

知事を招いて議員研修会 （11月６日）　　　　　 

　市内にある通信制高校サポート校である令和さくら高等学院の
２、３年生の生徒の皆さんを招き、学校名にちなんで「さくら議会」
と称し、高校生議会を開催しました。
　第１部では、議会の仕組みの説明のあと、生徒の皆さんから事
前に提出された質問に各議員が答えました。「政策提案までにど
れくらいの時間がかかりますか？」「市内に大型ショッピングモー
ルを建設するという考えについてどう思いますか？」など、様々
な質問がありました。
　第２部では、生徒が議員役、議員が市職員役となって模擬議会
を体験しました。財政難の架空の市が提案する事業廃止議案４案
から、どの案を採択するのか、討論、採決までを行いました。最
初は緊張した表情も見られましたが、話し合いの中では笑顔も見
られ、討論では次々と手が挙がり、自分の主張を堂々と発表して
くれました。

高校生が議会を体験（さくら議会） （12月18日）

　可児市議会では、議会を身近に感じてもらうため、議会が各所
へ出かけるアウトリーチ事業を行っています。その一環で、今回
は帷子小学校６年生の皆さんを対象とした出前授業を行いました。
　授業では、６年生の皆さんが現在学習している社会科の政治の
学習に沿って、地方議会や議員の役割についての説明や、今年度
新調された児童が使用するタブレット端末などの身近な例を挙げ
て、市長が提案した予算を議会で議論して承認するという流れを
お話ししました。
　質問タイムでは、「なんで選挙に出ようと思ったの？」「議員に
なってのやりがいは？」など様々な質問があり、各議員がそれぞ
れの想いを全力でお答えしました。

帷子小学校へ出前授業 （12月15日、17日）　　　 ウェルカムボード
ありがとう
ございました！
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Facebook Instagram

兼：�新たな種目にチャレンジするのは楽しいもので
す。ラダーゲッターは、点数の加算もあり楽し
いので、今後は、お子さんも交えて対戦型でやっ
てみようと思います。

広：軽スポーツに期待することは？
兼：�体を動かすことは生きる上で大切なことです。

プレーを通して、健康づくり、仲間づくりができ
るので、年齢を重ねていてもできる、みんなで
やれる楽しい軽スポーツを広めていきたいです。

2026.2.1
第
99号

　
　　　発

行
■
可
児
市
議
会
　
〒
509-0292　

岐
阜
県
可
児
市
広
見
一
丁
目
1番
地
　
☎
  0574-62-1111  

0574-63-3972 　
E-m
ail ■

 gikai-dayori@
city.kani.lg.jp　

HPア
ド
レ
ス
■
 https://gikai-kani.lg.jp/

広：�軽スポーツ体験会は、今日が第１回目なのです
ね。開催のきっかけは？

兼：�兼山町民運動会からずっとあった交流が、コロ
ナもあり中断していました。地域交流が生まれ
ることを願って開催しました。

広：�いろいろな軽スポーツが体験できる企画となっ
ていますが、中でもラダーゲッターが好評のよ
うでしたね。

　　�実は自分もラダーゲッターは初めて体験しまし
たが、紐で繋がっているボールを狙った段に投
げるにはコツが必要で、奥が深いですね。

チョット おじゃまします
軽スポーツで地域の元気づくり　シリーズ６

「軽スポーツ」とは、一般的なスポーツに比べて体にあまり負担がかからず、気軽に誰もが楽しめるスポー
ツのことです。
　軽スポーツを通して地域の元気を探るシリーズ 第６弾は「ラダーゲッター」です！
●�ラダーゲッターとは・・・紐で繋がっている２個のボールを投げ、ラダー（はしご）に引っ掛けて点数を

競うニュースポーツです！得点は、ラダーの上段に引っ掛かると３点、中段は２点、下段は１点。床面に
ワンバウンドしてから引っ掛かると、引っ掛かった段を問わず５点が獲得できます。

令和８年第１回定例会のお知らせ
２月

24日 開会日（議案説明）

24日、25日 予算決算委員会

３月
４日、５日 一般質問、議案質疑

10日 予算決算委員会、総務企画委員会

11日 予算決算委員会、建設市民委員会

12日 予算決算委員会、教育福祉委員会

13日 予算決算委員会

23日 閉会日（委員長報告、討論、採決）

※会議は午前９時開会の予定です。
※日程は、都合により変更する場合があります。

「可児市議会だより」は環境に
優しい植物油インキを使用しています。

参加者の久保田翠己さん、登己さん、柘植心晶さん。
お上手でした！

地域の元気を求めて、今回は、兼山地区センターで行われた兼山体育振興会主催の軽スポーツ体験会に、議会広
報部会員の山田議員、天羽議員、田口議員、前川議員がおじゃましました。
※文中で広報部会員は(広)、主催の兼山体育振興会の方は(兼)としています。

くわしく
は議会HP
まで

オンライン
での応募は
こちらから

可児市内で撮影した写真や、可児市内の風景などを
題材にしたイラスト・絵画を可児市議会だより
「議会のトビラ」の表紙に応募してみませんか？

川上議長、馬場奏羽さん

表紙の写真・イラストを募集中！

今号の表紙

馬場奏羽さんのコメント

「家族や友だちに、愛や花を届
けたい気持ちで描きました。」
受賞おめでとうございました。

回転させる投げ方ができて、点数もとれて、
だんだん楽しくなってきました。友達とも、
何種類か軽スポーツを一緒にできたのでうれ
しかったです。
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